
【確認ワーク解説】 
 
1．ワーク説明 
 
 「記載している二つの設問について回答してください。記入後に、グループ共有、全体共有を 
  行います」 
 
  個人ワーク（5分） 
 
2．グループ共有（10分） 
 
 「では、記入した内容をそれぞれグループで共有してください。この後、全体で共有を行うので、 
  どんな内容がでたか発表できる準備を行います。人によって異なると思うので無理にまとめ 
  る必要はありません。出た意見をそのまま共有頂ければ結構です」 
 
  ※個人ワーク、グループ共有時に回遊し、次ページのやりがいにつながる３要素 
    と一致する記入内容を確認しておく 
 
3．全体共有（10分）  
 
 
4．一つ目の質問の背景共有 
 
「ありがとうございました。一つ目の成長については、私もうろうろしながら聞いてましたが、 
 できないことができるようになった早くなった、うまくなったというのは嬉しいことですよね。 
 皆さんに一つ質問します。先程、共有したもっとも成長したこと中で、『目標・ゴールを設定 
 していたことが実現して成長した』という方はどのくらいいらっしゃいますか？はい、ありが 
 とうございます。同じ成長でも、目標やゴールを設定した上での成長と単に日々業務を行っ 
 ている中での成長では大きな差があります。予め決めて動くと何がいいでしょうか？」 
 
 ⇒次ページへ 
 
 
 



【やりがいにつながる３要素解説】 
 
1．やりがいにつながる3つの要素紹介 
 
  「ワークの二つ目について確認します。前のスクリーンを確認ください。仕事を 
   行う上でやりがいにつながる要素が３つあります。それぞれ、「 」の中に入る 
   のはなんだか分かりますか？」 
   
      （一つずつ確認） 
 
  「先程のワーク２で皆さんから共有頂いた通りです。現在、仕事にやりがいを 
   持てないと感じている方は、これらが欠けているのかもしれません。しかし、 
   先程の話でピンときた方もいるかもしれませんが、達成感と成長感は自分で 
   創りだすことができます。一年後でもいいし、今取り組んでいる業務でも構い 
   ませんが、目標・ゴール、ありたい姿・目指す状態を自ら設定し、それを実現 
   すれば、達成感・成長感につなげることができます。」 
 
   例）毎日同じ事務作業 ⇒ 90分かかっていたところを80分でやると決める 
                     マニュアルが分かりづらいので1ヶ月中に自分で 
                     造り変える など 



【目指すところ解説】 
 
ワーク実施先で設定されている会社の理念や存在意義などを確認し記載 
 
１．存在感の解説 
 
「存在感については、日常の中で感謝されたり、仕事を任されたりと自分が誰か 
 や組織の役に立っている、貢献していると感じられることが分かりやすいですが、 
 視野を広げてみると、この会社そのものが社会の役に立っていること、その一員 
 として働いていること自体が意義・価値があると言えます。皆さん、自社のミッショ 
 ン、ビジョン、バリュー（理念、使命、行動指針）を理解していますか？その中で、 
 自分がどうつながっているのか、貢献しているのか考えてみることが大切です」 
  
 



【ワーク案内】 
 
 受講者配布資料の「２ワークシート記入イメージ」及び「３個人用ワークシート」配布 
 
１．ワークの流れ説明  
 
 「配布したシートを確認ください。先程の３つのやりがいをふまえ、シートを作成 
  します。まず、STEP１～５までは個人ワークです。ワークが切り替わる毎に都度 
  案内しますが、個人で記入が終わるとグループ内で共有を行います。グループ 
  で共有する中で、全体で共有する代表者を１名選出して頂きます。これがSTEP6 
  です。STEP7はグループ代表に選出された方の内容を全員でブラッシュアップし 
  発表用に清書します。最後に各グループからの代表者から発表を行って頂き、 
  感想・質疑応答という流れです」 
   
     
２．共有内容説明 
 



【ワーク案内】 
 
１．記載順番の説明 ①～⑤ 
 
  ①仕事の意義/発揮すべき価値は自分が取り組む仕事においてということです。 
    ここは自社のミッション、ビジョン、バリューや理念、使命などに照 らして記入 
    してください。取り組むテーマはバリューや行動指針からでもいいですし、日 
   常で言われていることでも構いません。（会社で社会人基礎力など共通言語 
   が浸透しているようであれば、案内）普段、抜けがちになるところなので、この 
   機会にしっかりと考えてください」 
 
２．注意事項共有 
    
  ・要因は表面的なものにとどまらず、「なぜ？」「つまり」で掘り下げること 
  ・今後のアクションは、「頑張る」「意識する」といった意識面ではなく、できる限り 
   「～する」 という行動にまで落とし込むこと 
  ・シートに一貫性があるか確認をすること 
   仕事の意義、発揮すべき価値、テーマとのつながり 
   現状（要因）と目標・ゴール、アクションのつながり（アクションを行えば 
   目標・ゴールに到達できるのかを確認すること 
 
  ※注意事項の点は、ワーク時に回遊しながら個別アドバイスを実施 
 



【グループ共有】 
 
 付箋を配布 
 
１．共有方法案内 
 
 「まずは、付箋を一人につき、グループの人数分配布してください。４人グループであれば一人４枚、５人 
  グループは一人４枚です。グループでの共有ですが、伝える内容は先程共有した３点です。 
     1．ワークを実施しての気付き 
     2．意義/価値/テーマ、現状・要因（真因）、目標・ゴール、アクション 
     3．感想、質疑応答    
  １人の持ち時間は７分です。共有が終わったら、他のメンバーは発表者に対して感想・気付き・エール（応援 
  メッセージ）を付箋に記入します。誰が書いたか分かるように自分の名前も記載しておいてください。付箋記 
  入時間は３分です。 
  一つだけ付箋記入時の注意点をお伝えします。否定だけはしないように。思うところがあるのであれば、否 
  定ではなく、こうしたらもっと良いいと思うという前向きなメッセージに変えて記入しましょう。 
  発表やエール記入が早めに終わっても、難しかったことや感想など何でも結構ですので、色々共有をお願 
  いします。１０分経過したら、次の人に交代です。他者の取り組みや考えを聞く中で、自分に活かせる内容 
  も多々あると思いますので、ぜひメモを取りながらしっかり聞いてください」 
 
 1人目終わった時点で案内 
 「付箋を渡してあげてください。付箋をもらった方は中身が気になると思いますが、見るのは休憩時間にして、 
 今は次の方の発表を聞く事に集中しましょう」 
 
  以降グループ全員の共有が終了するまで繰り返し 
 
２．代表者選出 
 
 「では、代表者を選出しましょう。基準は、スクリーンを確認ください。（３点共有）誰にするか口頭で決めると、 
  他の人に引きずられる可能性があるので、自分が選んだ人の名前を付箋に書いて一斉に共有します。 
  グループが偶数で半々で割れた場合は、相談して決めてください」 
 


